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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

繊維補強固化処理土は，軟弱粘性土の固化改良に加えて繊維補強を施す複合的な効果により，土質材料に

乏しい靭性を与えた高性能な土質材料である。既往研究 1)では高塑性の粘性土を用いてきたが，本研究では，

一般的な現場発生土等の粒度分布を考慮して砂質粘土～粘土混り砂を処理対象とする場合 2)，3)を想定し，土

の粒度分布が繊維補強固化処理土の曲げ強度特性に与える影響を評価した。 

２．２．２．２．実験方法実験方法実験方法実験方法        

本研究で検討した土質材料の物理特性を表-1 に示す。

土質材料として a)笠岡粘土，b) 8 号硅砂 40%とカオリン

60%の混合土，c) 8 号硅砂 80%とカオリン 20%の混合土の

３種を使用した実験を行い，既往研究で用いた海成粘土

(神戸沖)の場合と比較した。また，固化材として普通ポ

ルトランドセメントを，繊維材料として径 26μm，長さ

20mm の PVA 繊維を使用した。 

配合は，固化材添加量を C=50～150kg/m3とし，体積比

で v=1％の繊維を混合する繊維補強固化処理土と繊維を

混合しない通常の固化処理土(v=0%)である。試料土の含

水比は，粘性土の土質 a, b, k は液性限界の 2倍に調整

し，砂質土の土質cは混合時の流動性から w=35%とした。 

供試体は，JGS 0821-2000 「安定処理土の締固めをし

ない供試体作製方法」に準じて作製した。曲げ試験では，

高さ40mm×幅160mm×奥行き40mmの角柱供試体を用いて，

供試体のスパン長100mmの中央点に速度0.4 mm/minで点

載荷した（図-1）。また，一軸圧縮試験では，径 5mm×高

さ 10mm の円柱供試体を用いて，JIS A 1216 に準じて毎

分 1%の軸ひずみεaを作用させた。 

３．３．３．３．実験結果と考察実験結果と考察実験結果と考察実験結果と考察    

3333----1111    圧縮特性圧縮特性圧縮特性圧縮特性    

土質材料bと固化材C=100kg/m3を混合した固化処理土

(v=0%)と繊維補強固化処理土(v=1%)について，材令 Tc=7

日と 28 日の一軸圧縮試験から得られた応力～ひずみ関

係を図-2に示す。図-2より以下の傾向が認められる。 

1) 固化の効果により初期剛性は大きくなるが，繊維混

合の有無に関して初期剛性は大きく変わらない。2) 繊維

の混合により一軸圧縮強度がやや増加する。3) ピーク時
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図-1 曲げ試験概略図 1) 

図-2 一軸圧縮試験結果の例 (土質 b; C=100kg/m3) 
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の軸ひずみは繊維混合により増加する。4) 固化処理土はピ

ーク後に応力が急減する脆性を示すが，繊維補強固化処理

土はピーク後も応力を保持する靭性を示している。 

上記の傾向は，本実験で実施した土質 a, c でも同様に認

められ２），既往研究（土質 k）１）と同様に繊維補強の効果

が確認された。 

3333----2222    曲げ曲げ曲げ曲げ強度特性強度特性強度特性強度特性    

土質材料 a～c と k を用いて固化材 C=100kg/m3を混合し

たケースの曲げ応力～たわみ量関係を図-3に示す。材令は

Tc=28 日である。図-3 より以下の傾向が認められる。1) 繊

維混合によって初期剛性はほとんど変化しない。2) 繊維混

合によって曲げ強度は著しく増加し，ピーク後も靭性を発

揮して曲げ応力を保持する。3) 固化改良と繊維混合が曲げ

強度特性に与える効果は，4 種の土質を用いた場合につい

て同様に認められる。 

図-4 は繊維混合による曲げ強度の増加を σbmax(v=1.0%)

と σbmax(v=0%)の比で表したものである。図-5 は一軸圧縮

強度 quと最大曲げ応力 σbmaxの関係を表したものである。

ここでは，quに対するσbmaxの比(σbmax/qu)を繊維補強によ

る曲げ強度の増加率として考察する 3)。 

図-5 に示す通り，固化処理土(v=0%)は 1/3～1/2 の範囲

にあり，土質材料による明確な差異は見られない。一方，

繊維補強固化処理土(v=1.0%)では大きく曲げ応力が増大し，

土質 a, c, k は σbmax/qu=1～4/3 の範囲に，土質 b は

σbmax/qu=5/3～2の範囲にある。したがって，繊維補強にお

ける粒度分布の影響が大きく現れていると理解される。こ

れは，繊維補強のメカニズムが繊維と周辺の固化処理土の

付着や摩擦特性によるためと考えられる 1)。 

４．４．４．４．結論結論結論結論    

本研究では，繊維補強固化処理土における繊維混合の効

果は，粒度分布の大きく異なる土質材料でも同様の効果が

得られることが確認できた。砂分を相当量含有しても靭性

向上効果が発揮され，既往研究で確認された高塑性粘性土

だけでなく，現地発生土のように砂礫分も含む土砂も繊維

補強固化処理土として利用できると考えられる。 
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図-4 繊維が曲げ強度に与える効果 
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